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1.  平成24年12月期の連結業績（平成24年1月1日～平成24年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年12月期 125,499 13.1 4,125 △32.5 4,689 △29.4 1,721 △48.2
23年12月期 110,974 7.2 6,112 5.0 6,642 4.3 3,325 △3.2
（注）包括利益 24年12月期 2,369百万円 （△32.4％） 23年12月期 3,506百万円 （2.3％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率 総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

24年12月期 85.22 ― 4.2 6.0 3.3
23年12月期 164.67 ― 8.2 9.5 5.5
（参考） 持分法投資損益 24年12月期  ―百万円 23年12月期  ―百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年12月期 85,064 46,043 48.6 2,048.28
23年12月期 72,290 45,757 57.0 2,039.51
（参考） 自己資本   24年12月期  41,367百万円 23年12月期  41,190百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

24年12月期 3,317 △15,677 2,039 11,208
23年12月期 9,468 △325 △1,965 21,466

2.  配当の状況 

 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

23年12月期 ― 0.00 ― 95.00 95.00 1,918 57.7 4.7
24年12月期 ― 0.00 ― 95.00 95.00 1,918 111.5 4.6
25年12月期(予想) ― 0.00 ― 95.00 95.00 80.4

3. 平成25年12月期の連結業績予想（平成25年 1月 1日～平成25年12月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 79,426 9.1 10,579 4.6 11,090 6.3 6,165 8.4 305.25
通期 133,092 6.0 5,252 27.3 6,033 28.7 2,386 38.7 118.18



※  注記事項 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 有  

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

新規 1社 （社名） 株式会社バスクリン 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更  ： 無
② ①以外の会計方針の変更  ： 無
③ 会計上の見積りの変更  ： 無
④ 修正再表示  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年12月期 20,200,000 株 23年12月期 20,200,000 株
② 期末自己株式数 24年12月期 3,588 株 23年12月期 3,498 株
③ 期中平均株式数 24年12月期 20,196,454 株 23年12月期 20,196,559 株

（参考）個別業績の概要 

平成24年12月期の個別業績（平成24年1月1日～平成24年12月31日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年12月期 90,879 2.3 2,938 △33.3 3,851 △28.4 2,255 △30.5
23年12月期 88,814 7.7 4,404 11.4 5,378 11.6 3,245 7.5

1株当たり当期純利益 潜在株式調整後1株当たり当期純
利益

円 銭 円 銭

24年12月期 111.67 ―
23年12月期 160.71 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年12月期 65,315 36,962 56.6 1,830.17
23年12月期 58,641 36,603 62.4 1,812.38
（参考） 自己資本 24年12月期  36,962百万円 23年12月期  36,603百万円

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、連結財務諸表に対する監査手続が実施中です。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意事項については、添付資料
4ページ「（1）経営成績に関する分析 〔２〕次期の見通し」をご覧ください。 
 
当社は、以下のとおり投資家向け説明会を開催する予定です。この説明会で配付した資料については、開催後速やかに当社ホームページに掲載する予定で
す。 
・ 平成25年2月15日（金）・・・・・機関投資家・アナリスト向け決算説明会 
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〔１〕当期の経営成績 

当連結会計年度におけるわが国の経済は、欧州債務危機に端を発した世界景気の減速や、中国等の対

外経済環境の不確実性及び、個人消費の停滞やデフレの影響などにより、依然として景気の先行きに不

透明感の残る状況でありました。 

このような状況のなか、当社グループは“お客様の満足感・信頼感の向上”を目指し、引き続き「安

全、安心、快適な生活空間の創造に貢献」をテーマに、創造的・革新的な製品開発及び独創的な環境衛

生サービスの提供を行ってまいりました。また、積極的な営業展開を推進するとともに、経営資源の有

効活用やコストの低減に取り組み、業績の拡大に努めました。なお、第２四半期連結会計期間から、完

全子会社化した㈱バスクリンの業績を連結に組み込みました。 

以上の結果、当連結会計年度における売上高は1,254億99百万円(前期比13.1％増)と大幅に増加しま

したが、主力の殺虫剤部門の売上が低迷したことや、導入品の販売方法変更による利益の低減、㈱バス

クリンの買収により発生したのれんの償却費の計上などが影響し、営業利益は41億25百万円(前期比

32.5％減)、経常利益は46億89百万円(前期比29.4％減)、当期純利益は17億21百万円(前期比48.2％減)

と利益は前連結会計年度に比べて大きく減少しました。 

   

セグメントの業績の概要は次のとおりであります。 

   

［家庭用品事業］ 

家庭用品事業におきましては、個人消費の停滞や緩やかなデフレによる影響を受け、企業間の競争が

激しさを増すなど、厳しい経営環境が続きました。 

このような状況のなか、成長が期待できるカテゴリーへの新製品投入や、製品価値を高めるリニュー

アルの実施、売場展開の強化などにより市場の活性化を図り、売上の拡大に努めました。 

以上の結果、当連結会計年度における当事業の売上高は1,110億98百万円(前期比13.6％増)となりま

したが、セグメント利益(営業利益)は24億55百万円(前期比48.5％減)となりました。 

なお、完全子会社化した㈱バスクリンの業績及び同社の買収に伴い発生したのれんの償却費について

は、当セグメントに計上しております。 

   

 
(注) １. 売上高にはセグメント間の内部売上高又は振替高が含まれております。その金額は前連結会計年度では

4,049百万円、当連結会計年度では3,319百万円です。 

２. 第１四半期連結会計期間より以下のとおり販売区分(部門・分野)の表示方法を変更しました。 

・  「殺虫剤部門」の内訳として表記していた「家庭用医薬品殺虫剤」と「家庭用一般殺虫剤」を廃止

して一本化しております。 

・  「日用品部門」の「入浴剤その他」を「入浴剤」と「その他日用品」に分けて表記しております。 

・  「ペット用品部門」と「その他製商品部門」を「ペット用品・その他部門」に統合しました。 

１．経営成績

（１）経営成績に関する分析

（家庭用品事業の業績） (単位：百万円)

前連結会計年度 当連結会計年度 増減額 増減率

殺虫剤部門 46,535 45,899 △635 △1.4％

日用品部門 45,575 59,075 13,499 29.6％

口腔衛生用品 27,527 29,330 1,802 6.5％

入浴剤 5,843 14,451 8,607 147.3％

その他日用品 12,203 15,293 3,089 25.3％

ペット用品・その他部門 5,648 6,123 474 8.4％

売 上 高 合 計 97,759 111,098 13,339 13.6％

セグメント利益(営業利益) 4,771 2,455 △2,315 △48.5％
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部門別の主な状況は次のとおりであります。  
   

殺虫剤部門 

殺虫剤部門においては、市場は６月までの天候不順などにより低迷した影響で、７月中旬以降の猛暑

や長く続いた残暑により回復したものの、通期では前年を下回る結果となりました。一方、当社の市場

シェアは52.0％(自社推計)と前期比1.4ポイントの拡大を図ることができました。 

このような状況のなか、香りに着目した蚊とり線香の新製品「アース渦巻香 バラの香り」や新たな

使用シーンを提案する「バポナ 玄関用虫よけネットＷ」、業界最長の使用期間を実現した「あみ戸に

虫こない あみ戸に貼るだけ 210日用」などが売上に寄与しましたが、市場の低迷に加え、返品の増加

などの影響により、当部門の売上高は458億99百万円(前期比1.4％減)となりました。 

   

日用品部門 

口腔衛生用品分野では、洗口液「モンダミン」のラインナップ拡充による売上増や、入れ歯安定剤

「ポリグリップ」、知覚過敏予防歯磨き「シュミテクト」の堅調な推移により、売上高は293億30百万

円(前期比6.5％増)となりました。 

入浴剤分野では、「バスロマン」・「保湿入浴液ウルモア」が順調に売上を伸ばしたことや、子会社

化した㈱バスクリンの入浴剤「バスクリン」・「きき湯」が加わったことで、売上高は144億51百万円

(前期比147.3％増)となりました。 

その他日用品分野では、消臭芳香剤「消臭アロマパレット」やトイレ用芳香洗浄剤「濃縮セボン

neo」が順調に売上を伸ばしたほか、衣類用防虫剤の新製品「ピレパラアース 柔軟剤の香り アロマソ

ープ」や㈱バスクリンの薬用育毛剤「モウガ」・「髪姫」などが加わったことにより、売上高は152億

93百万円(前期比25.3％増)となりました。 

以上の結果、当部門の売上高は590億75百万円(前期比29.6％増)となりました。 

   

ペット用品・その他部門 

ペット用品・その他部門においては、ペット用殺虫剤が天候不順などによる市場低迷の影響を受けて

前期を下回りましたが、ペット用アクセサリー用品が売上を伸ばしたことに加え、美容食品「プラセン

タＣ」シリーズなどの製品ラインナップを拡充したことが寄与し、当部門の売上高は61億23百万円(前

期比8.4％増)となりました。 

   

［総合環境衛生事業］ 

総合環境衛生事業におきましては、主要顧客層である食品及び医薬品業界で、安全性確保に向けた動

きもあり、高品質な衛生管理サービスに対するニーズが高まっております。 

このような状況のなか、当事業では、各企業の業種業態に応じた品質保証の仕組みを確立し、新規顧

客の獲得を図りました。また、既存の得意先に対しては、より現場に密着したサービスの提供や、各企

業の状況に応じたサービス内容の追加提案を行ってまいりました。 

以上の結果、当連結会計年度における当事業の売上高は178億62百万円(前期比2.7％増)、セグメント

利益(営業利益)は14億54百万円(前期比1.5％増)となりました。 

   

 
(注)  売上高にはセグメント間の内部売上高又は振替高が含まれております。その金額は、前連結会計年度では

131百万円、当連結会計年度では142百万円です。 

（総合環境衛生事業の業績） (単位：百万円)

前連結会計年度 当連結会計年度 増減額 増減率

売 上 高 17,396 17,862 466 2.7％

セグメント利益(営業利益) 1,433 1,454 21 1.5％
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〔２〕次期の見通し 

 
   

当社グループの属する業界においては、政権交代以降、景気回復に対する期待感はあるものの、緩や

かなデフレや雇用情勢の停滞、個人消費の冷え込みなど、当面は厳しい事業環境が続くものと思われま

す。 

このような状況のなか、当社グループは「安全、安心、快適な生活空間の創造に貢献」のテーマのも

と、“お客様の満足感・信頼感の向上”を目指し、創造的・革新的な製品開発や独創的な環境衛生サー

ビスの提供、また、㈱バスクリンとのシナジーの創出などにより、成長力と収益力の更なる向上を図っ

てまいります。 

平成24年12月期は増収を達成したものの大幅な減益となり、不本意な結果に終わりました。平成25年

12月期は、通期業績予想を売上高1,330億92百万円(当期比6.0％増)、営業利益52億52百万円(当期比

27.3％増)、経常利益60億33百万円(当期比28.7％増)、当期純利益23億86百万円(当期比38.7％増)と利

益のＶ字回復を図ってまいります。 

   

セグメントの業績見通しは次のとおりであります。 

   

［家庭用品事業］ 

家庭用品事業におきましては、成長が期待できるカテゴリーへの新製品の積極的投入や、製品の価値

を高める各種リニューアルを実施するとともに、広告宣伝や店頭での売場展開によりマーケティング活

動の充実を図り、市場の活性化に取り組んでまいります。また、製造・販売でのコスト効率を高めると

ともに、子会社化から２年目を迎える㈱バスクリンとの連携をより深め、シナジーの創出を実現してま

いります。 

以上により、当事業における売上高は1,186億70百万円(当期比6.8％増)、セグメント利益(営業利益)

は36億49百万円(当期比48.6％増)としております。 

   

［総合環境衛生事業］ 

総合環境衛生事業におきましては、年間契約の増加により安定した収益拡大を図るため、技術開発力

及び営業体制の更なる強化に取り組み、多様化する顧客ニーズに対して、差別化された品質保証サービ

スをより迅速に提供することで、新規契約の獲得と契約金額の増大に努めてまいります。 

以上により、当事業における売上高は187億円(当期比4.7％増)、セグメント利益(営業利益)は15億22

百万円(当期比4.6％増)としております。 

(単位：百万円)

当連結会計年度 翌連結会計年度
増 減

(平成24年12月期) (平成25年12月期)

金 額 構成比 金 額 構成比 金 額 増減率

売上高 125,499 100.0％ 133,092 100.0％ 7,592 6.0％

営業利益 4,125 3.3％ 5,252 3.9％ 1,126 27.3％

経常利益 4,689 3.7％ 6,033 4.5％ 1,343 28.7％

当期純利益 1,721 1.4％ 2,386 1.8％ 665 38.7％
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当連結会計年度末の総資産は、前連結会計年度末に比べて127億74百万円増加し、850億64百万円とな

りました。これは、有価証券が減少したものの、現金及び預金、売上債権が増加したことに加え、㈱バ

スクリンの買収に伴い「のれん」を計上したことなどによるものです。 

負債は、前連結会計年度末に比べて124億88百万円増加し、390億21百万円となりました。これは、仕

入債務が増加したことや、㈱バスクリンの株式等を取得するための資金調達に伴う借入金の増加などに

よるものです。 

純資産は、前連結会計年度末に比べて２億86百万円増加し、460億43百万円となりました。これは、

主に為替換算調整勘定が増加したことなどによるものです。 

以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度より8.4ポイント低下し、48.6％となりました。 

   

 
     

当連結会計年度末における現金及び現金同等物(以下、「資金」という)の残高は、前連結会計年度末

に比べて102億57百万円減少し、112億８百万円となりました。 

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの主な要因は、次のとおりでありま

す。 

営業活動の結果、増加した資金は33億17百万円となりました。これは、税金等調整前当期純利益45億

65百万円、減価償却費18億67百万円を計上した一方、売上債権の増加額14億53百万円、たな卸資産の増

加額11億30百万円があったことなどによるものです。 

投資活動の結果、減少した資金は156億77百万円となりました。これは主に、㈱バスクリンの株式等

の取得による支出によるものです。 

財務活動の結果、増加した資金は20億39百万円となりました。これは主に、短期借入金の純増加12億

55百万円、長期借入れによる収入67億40百万円があった一方で、長期借入金の返済による支出38億23百

万円、配当金の支払額19億18百万円があったことなどによるものです。 

  

（２）財政状態に関する分析

(連結財政状態) (単位：百万円)

前連結会計年度 当連結会計年度 増 減

 総資産 72,290 85,064 12,774

 負債 26,533 39,021 12,488

 純資産 45,757 46,043 286

 自己資本比率 57.0％ 48.6％ △8.4ポイント

 １株当たり純資産(円) 2,039.51 2,048.28 8.77

(連結キャッシュ・フローの状態) (単位：百万円)

前連結会計年度 当連結会計年度 増減額

営業活動によるキャッシュ・フロー 9,468 3,317 △6,151

投資活動によるキャッシュ・フロー △325 △15,677 △15,351

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,965 2,039 4,005

現金及び現金同等物に係る換算差額 △38 62 101

現金及び現金同等物の増減額 7,139 △10,257 △17,396

現金及び現金同等物の期末残高 21,466 11,208 △10,257
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(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移 

  

 
  

当社は、株主の皆様への利益還元を経営の重要課題と位置付けており、持続的な成長及び健全な経営

体質維持のための内部留保を確保しつつ、安定した配当を継続していくことを基本としております。 

内部留保につきましては、製品開発やＭ＆Ａ、海外進出への投資などに活用してまいります。 

配当につきましては、連結ベースで40％以上の配当性向を継続することを目標としております。 

これらの方針のもと、平成24年12月期の１株当たり年間配当金は95円とする予定です。また、平成25

年12月期の１株当たり年間配当金については、安定配当を重視して95円を予定しております。 

なお、中間配当金につきましては、当社は季節製品である殺虫剤の売上構成比が高く、上半期と下半

期での業績に大きな差異があるため、通期の経営成績を踏まえた上で期末配当のみを行っております。

  

当社グループの経営成績、株価及び財政状態等に影響を及ぼす可能性のある主なリスクについては次

のとおりであります。 

   

①  業績の季節性 

連結売上高の約４割を占める家庭用殺虫剤は、収益性も高く、当社事業の根幹をなす分野であるとと

もに、需要期が毎年４月から８月の約５ヵ月であり、第２・３四半期に売上高が集中する特長を有して

おります。 

一方、９月以降には取引先からの返品が発生するため、第４四半期の収益が低下いたします。日用品

の販売強化などにより平準化に取り組んでいるものの、四半期ごとの収益には相応の影響があります。

また、殺虫剤は季節性が高いことから、当該期の天候の影響で市場規模が収縮した場合、当社グルー

プの業績に影響を及ぼす可能性があります。 

   

②  原材料の代替性及び特定の仕入先への依存 

殺虫剤は殺虫原体という化学品を主成分とし、当社グループにおける多くの殺虫剤製品もこれを基幹

原料として生産されております。殺虫原体はメーカー及びユーザーがともに限定されているため毎年の

需要と供給並びに市場価格は安定して推移しております。 

当社グループの製品に用いる殺虫原体の多くは住友化学㈱が有し、大半を同社から仕入れているた

め、同社との取引がこれまでのように継続できなくなった場合や、当該製造元の生産拠点において天変

地異等の事由により殺虫原体の生産・供給に重大な支障が生じた場合、または同社との仕入れ価格に大

きな変動が起こった場合には、相応の備蓄を行っているものの、当社グループの業績に影響を及ぼす可

能性があります。 

   

平成20年12月期 平成21年12月期 平成22年12月期 平成23年12月期 平成24年12月期

自己資本比率 56.8 57.9 58.7 57.0 48.6

時価ベースの自己資本比率 82.5 84.4 82.2 79.4 68.8

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率

0.5 0.5 0.1 0.1 2.3

インタレスト・カバレッジ・
レシオ

71.6 92.7 327.3 867.1 50.2

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

（４）事業等のリスク
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③  グラクソ・スミスクライン㈱との取引 

当社は、口腔衛生用品のうち義歯間連商品及び歯磨き関連商品を、グラクソ・スミスクライン㈱と締

結した日本における独占的流通・販売代理店契約に基づいて仕入販売しております。この売上高は当社

の連結及び単体の売上高において相応のシェアを占めております。グラクソ・スミスクライン㈱との関

係は現在安定かつ円満な状況にあり、当社は今後も同社との契約及び安定的な取引関係の維持・継続に

努めていく方針であります。しかしながら、今後同社との契約の延長・更新ができない場合や契約上の

規定に基づき本契約が解約された場合には、当社グループの業績に影響を及ぼす可能性があります。 

   

④  事業に関する法的規制 

家庭用品事業では、医薬品、医薬部外品、化粧品及び医療機器に該当する製品を取り扱っており薬事

法の規制を受けております。また、農薬に該当する製品については、農薬取締法の規制を受けておりま

す。事業を行うにあたっては、薬事品目に関わる製造販売業許可、各工場での製造業許可、各支店での

医薬品卸売販売業許可の取得の他、各支店での農薬販売届を行っております。また、製品毎に製造販売

承認や農薬登録を受けております。 

総合環境衛生事業では、防虫・防鼠施工業務や建築物清掃業務などについては建築物における衛生的

環境の確保に関する法律の適用を、また医薬品や劇物等の取り扱いについては薬事法及び毒物及び劇物

取締法などの適用を受けます。こうした法規制により各支店において建築物ねずみ昆虫等防除業、建築

物清掃業及び毒物劇物一般販売業などの許可を取得して事業を行っております。 

これらの法的規制については、現在のところ問題なく対応しておりますが、今後改正や規制強化が行

われた場合には、当社グループの業績に影響を及ぼす可能性があります。また、特に家庭用品事業にお

いて許可の取り消しや業務停止等の処分を受けた場合は、当社グループの事業展開に支障をきたすとと

もに業績に重大な影響を及ぼす可能性があります。 
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当社グループは、当社及び子会社９社(うち連結子会社８社)により構成され、家庭用品事業と総合環境

衛生事業を展開しております。また、当社のその他の関係会社として、持株会社である大塚ホールディン

グス㈱があり、同企業グループは医療関連、ニュートラシューティカルズ関連(注)、消費者関連及びその

他(倉庫・運送業、液晶・分光事業及び化学薬品等)の事業活動を展開しております。 

当社グループの事業の内容と、当社と主な関係会社との事業上の位置付けは、次のとおりであります。

なお、これらは報告セグメントと同一の区分であります。 

（注）ニュートラシューティカルズとは、栄養「Nutrition」＋薬「Pharmaceuticals」の造語であり、科学的根拠を

もとに開発された医薬部外品や機能性食品及び栄養補助食品等を取り扱う事業を表したものです。 

   

［家庭用品事業］ 

当社は殺虫剤並びに口腔衛生用品・入浴剤をはじめとする日用品の製造販売を行っております。また、

日用品のうち、入れ歯洗浄剤・安定剤、歯ブラシ、歯磨き、食洗機用洗剤、薬用石鹸、芳香剤の一部につ

いては仕入販売を行っております。連結子会社の㈱バスクリンは入浴剤・育毛剤など日用品の製造販売を

行っております。ARS CHEMICAL(THAILAND)CO.,LTD.、天津阿斯化学有限公司及び安速日用化学(蘇州)有限

公司は、それぞれ殺虫剤及び日用品の製造販売を行っております。アース・バイオケミカル㈱はペット用

品及び防疫剤の製造販売、㈱ターキーはペット用アクセサリー用品の製造販売、ニッケペットケア㈱はペ

ットフードの販売をそれぞれ行っております。 

   

２．企業集団の状況

分 類 主な製商品

殺虫剤

くん煙剤、殺虫プレート等
アースレッド、バポナ殺虫プレート

医薬品ゴキジェットプロ、アースシラミとりシャンプー

ハエ・蚊用殺虫剤
アースノーマット、電池でノーマット、おすだけノーマット

アース渦巻香、アースジェット

ゴキブリ用殺虫剤
ごきぶりホイホイ、ゴキジェットプロ

ブラックキャップ、ゴキブリホウ酸ダンゴ

ダニ・不快害虫用殺虫剤

ダニアース、アリの巣コロリ、アリアースＷ

虫コロリアース、ハチアブマグナムジェット

クモの巣消滅ジェット、コバエがホイホイ

虫よけ用品、虫よけ剤

蚊に効くおそとでノーマット、サラテクト

バポナ虫よけネットＷ、天然ハーブの虫よけ

虫こないアース あみ戸に貼るだけ

園芸用殺虫剤 アースガーデンシリーズ

日用品

 口腔衛生用品

洗口液 モンダミン、薬用モンダミン

入れ歯洗浄剤・安定剤 ポリデント、ポリグリップ、ポリデント入れ歯安定剤

歯ブラシ、歯磨き アクアフレッシュ、シュミテクト

 入浴剤

バスロマン、露天湯めぐり、温素

保湿入浴液ウルモア、スキンケアシャワー

バスクリン、きき湯、ソフレ、日本の名湯

その他日用品

トイレ洗浄剤・消臭芳香剤

セボン タンクにおくだけ、濃縮セボンneo

便座ノズル洗浄スプレー、消臭アロマパレット

エアーウィック

繊維製品防虫剤 ピレパラアース、防虫力

米びつ用防虫剤 お米の虫のみはり番

消臭・除菌剤 アースエアコン洗浄スプレー、香る車内のニオイとり

ネズミ駆除剤 ネズミホイホイ、強力デスモア、デスモアプロ

花粉対策クリーム 花粉ガードEX

食洗機用洗剤 フィニッシュ

薬用石鹸 ミューズ

薬用育毛剤 モウガ、髪姫

ペット用品・
その他

ペット用品 ペット用アース渦巻、愛犬用アースノーマット、首輪、胴輪、引きひも

その他製商品 美容食品、防疫・農林畜産薬剤、海外向け原材料など
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［総合環境衛生事業］ 

アース環境サービス㈱は食品・医薬品関連工場、病院、レストラン、オフィスビル等の防虫・防鼠、清

掃、消毒及び産業廃棄物処理等の環境衛生管理サービスの施工、品質保証システムの設計・開発並びにこ

れらの総合コンサルティングサービスを行っております。 

   

― 提供するサービスの内容 ―  

１．工場・病院・各種大規模建造物等の総合環境衛生管理 

２．微生物の培養検定業務 

３．混入異物の検査・同定業務 

４．殺菌施工・防黴施工、及び防除管理業務 

５．ゴキブリ・鼠族等害虫害獣駆除、及び防除管理業務 

６．空調機・給排水系、及び建物内外の特殊清掃 

７．ビルメンテナンス業務、警備業 

８．産業廃棄物処理業務 

９．ＨＡＣＣＰ、ＧＭＰ導入に関するコンサルタント業務 

10．ＩＳＯ9001認証取得に関するサポート業務 

11．オーガニック認定に関するサポート業務 

12．各種工事、関連コンサルティング業務 

13．労働者派遣業 

14．建設業務 
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関係会社の状況 

 
(注) １. 「主要な事業の内容」の欄には、セグメント情報に記載された名称を記載しております。 

   ２. 議決権所有(被所有)割合の( )内は間接所有割合で、内数であります。 

   ３. 特定子会社であります。 

   ４. アース環境サービス㈱については、売上高(連結会社相互間の内部売上を除く)の連結売上高に占める 

     割合が10％を超えております。 

主要な損益情報等 ① 売上高     17,862百万円 

         ② 経常利益     1,503百万円 

         ③ 当期純利益     577百万円 

         ④ 純資産      9,188百万円 

         ⑤ 総資産     11,667百万円 

   

その他の関係会社 

 
(注) １. 有価証券報告書の提出会社であります。 

   ２. 議決権の所有(被所有)割合の( )内は間接所有割合で、内数であります。 

名称 住所
資本金 

又は出資金
主要な事業 

の内容(注)１

議決権の 
所有(被所有)割合

関係内容
所有割合 
(％)

被所有割合 
(％)

㈱バスクリン 
                     (注)３

東京都港区

百万円
453 家庭用品 100.0 ― 役員の兼任１名

アース・バイオケミカル㈱ 東京都千代田区

百万円
40 家庭用品 75.0 ―

委託生産、受託生産
役員の兼任１名

㈱ターキー 大阪府守口市
百万円

30 家庭用品
100.0

(100.0)
(注)２

―
連結子会社(アース・
バイオケミカル㈱)の
完全子会社

ニッケペットケア㈱ 東京都千代田区
百万円

10 家庭用品
100.0

(100.0)
(注)２

―
連結子会社(アース・
バイオケミカル㈱)の
完全子会社

ARS CHEMICAL(THAILAND)CO.,LTD. 
                     (注)３

タイ国 
バンコク市

千バーツ
170,000

家庭用品 100.0 ―
委託生産 
役員の兼任３名

天津阿斯化学有限公司 
                     (注)３

中華人民共和国 
天津市

千米ドル
5,800

家庭用品 100.0 ―
委託生産 
役員の兼任２名

安速日用化学(蘇州)有限公司 
                     (注)３

中華人民共和国 
江蘇省蘇州市

千米ドル
10,000

家庭用品 100.0 ―
委託生産 
役員の兼任４名

アース環境サービス㈱ (注)４ 東京都千代田区
百万円

296 総合環境衛生 52.2 ―

サービスの受入れ 
製品の販売 
資金援助の受入れ 
役員の兼任１名

名称 住所
資本金 

又は出資金
事業の内容

議決権の 
所有(被所有)割合

関係内容
所有割合 
(％)

被所有割合
(％)

大塚ホールディングス㈱ 
           (注)１

東京都千代田区 百万円

81,690
持株会社 ―

26.6
(26.6)
(注)２

―
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当社グループは、「ベストクオリティで世界と共生」の基本理念のもと、生活空間のソリューション

カンパニーとして、独創的で高品質な製品を提供することで、お客様の生活空間の質の向上を目指して

おります。現状の生活空間に満足されているお客様にも、より上質な生活空間に気づき感動していただ

くこと、そして満足していただくことが我々の願いであり思いであります。 

さらに、消費者・株主・取引先・地域社会・社員などの全てのステークホルダーから「価値ある企

業」として信頼を得るために、迅速な経営の意思決定、業務執行の監視・監督、コンプライアンスの徹

底、そして適時・適切な情報開示体制の構築など、コーポレートガバナンス体制を強化し、継続的に企

業価値の向上に努めてまいります。 

  

当社グループは、今後の企業価値及び株主価値を高めていくため、新製品による売上の拡大を重要な

成長戦略に掲げており、家庭用品事業における新製品の初年度の売上高寄与率10％以上をひとつの目標

としております。また、収益性重視の観点から売上高営業利益率、並びに株主重視の観点から自己資本

当期純利益率(ROE)の向上を目指してまいります。 

  

当社グループは、「安全、安心、快適な生活空間の創造に貢献」をテーマのもと“お客様の満足感・

信頼感の向上”を目指し、持続的な成長の実現と安定的な収益基盤の確保により企業価値を高めてまい

ります。 

   

①  成長基盤の確立 

【創造的・革新的な製品開発】 

・  研究開発体制の強化 

・  マーケティング力の強化 

・  ㈱バスクリンとの協働による製品開発 

【海外展開の拡充】 

・  海外売上高の拡大 

・  生産品目の拡大、生産設備の充実 

【独創的な環境衛生サービスの提供】 

・  技術開発力の強化 

・  迅速なサービス提供体制の構築 

   

②  収益基盤の確保 

【コスト削減の推進】 

・  生産コストの削減 

・  販売コストの低減 

・  返品率の改善 

【経営資源の有効活用】 

・  ブランド価値の向上 

・  マーケティング費用の効率的運用 

・ ㈱バスクリンとのシナジー創出 

   

３．経営方針

（１）会社の経営の基本方針

（２）目標とする経営指標

（３）中長期的な会社の経営戦略

アース製薬㈱（4985） 平成24年12月期 決算短信

- 12 -



  

①  家庭用品事業の課題 

［創造的・革新的な製品開発］ 

お客様の視点に立って開発された独創的な製品は、これまで多くのお客様に支持され、当社グループ

の発展に大きく貢献してまいりました。これからも永続的な成長を支えるためには、たゆまぬ製品開発

への取り組みは必須であります。お客様のニーズを満たし潜在的な欲求を掘り起こす、独自の発想によ

る創造的・革新的な製品の開発に努め、市場の創造及び活性化を行ってまいります。 

また、家庭園芸用分野では一層の強化を図るため、平成24年12月に「ガーデニング戦略本部」を新設

しました。家庭用殺虫剤で培った強みを活かし、より"安心に""安全に""わかりやすく""使いやすい"を

コンセプトに「アースガーデン」シリーズの拡大と充実を図ってまいります。 

   

［コスト削減の推進］ 

ここ数年、コストの低減化に努めているものの、収益性の高い製品の売上減などを要因に売上構成比

が変化していることや、導入品の販売方法の変更により粗利率が低下傾向にあります。今後、継続して

利益を確保する上では、より一層のコストの削減を推進する必要があります。 

生産については、これまでも原材料調達及び生産工程の見直しや、グループ工場等の連携強化による

生産体制の最適化などに努めておりますが、更に収益基盤を強化し競争力を高めるために、より一層の

コスト削減を図ることに取り組んでまいります。 

販売については、デフレの影響による企業間競争の激化や小売企業の集約化などにより、売上の伸長

以上に販売経費がかさむ状況から、適正価格での販売を視野に、売上と利益を継続して確保できる仕組

みを構築し、販売コストの効率化を図ってまいります。 

また、売上・利益の双方に影響を及ぼす返品についても、蓄積データに基づく適正な時期での製品の

納入・売場展開を通じて徹底的に返品率の改善と製品アイテム数の整理を図り、コスト低減に取り組ん

でまいります。 

   

［海外展開の拡充］ 

今後の当社グループの成長力を高めていくには、海外展開の拡充は重要課題として認識しておりま

す。現地法人のある中国(２社)、タイ(１社)を主な展開地域に定め、海外売上高の拡大と日本向け製品

の生産の充実を図ってまいります。 

中国では、付加価値の高い製品や広告宣伝の投入などにより、「安速」ブランドの認知度向上に努

め、採算性、利益の確保にも重点を置き、引き続き巨大な市場である中国国内の販売強化を図ってまい

ります。一方、日本向け製品の生産拠点として、原価の低減化を推進するため、設備等の更なる充実を

図ってまいります。 

また、タイでは、製品開発・製造・販売の体制が確立されている強みを活かし、東南アジア地域にお

ける重要な販売拠点として位置づけ、タイ国内市場における販売強化はもとより周辺諸国への展開を強

化してまいります。 

   

［㈱バスクリンとの協働によるシナジーの創出］ 

当社は、平成24年２月に完全子会社化した㈱バスクリンとのシナジーを出すために、両社の経営幹

部・各部門長による「相乗効果創出プロジェクト」を立ち上げて取り組んでおります。 

生産・資材調達などの効率化を行い、互いのノウハウを活用した研究開発や販売面での連携強化を推

進するなど、グループ全体の発展に向け、更なるシナジーの創出を目指してまいります。 

   

②  総合環境衛生事業の課題 

［独創的な環境衛生サービスの提供］ 

総合環境衛生事業におきましては、食品及び医薬品業界を中心に「安全・安心」意識の高まりから、

高品質の衛生管理サービスが求められております。今後も引き続き技術開発力の更なる強化を図り、独

創的な衛生管理サービスの提供に注力してまいります。また、専門知識を有する人材の採用及び育成強

化を図り、お客様のニーズに一層迅速に対応できる体制の整備に努めてまいります。 

（４）会社の対処すべき課題
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４．連結財務諸表 
（１）連結貸借対照表 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成23年12月31日) 

当連結会計年度 
(平成24年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 8,400 11,328

受取手形及び売掛金 11,313 14,820

有価証券 14,371 795

商品及び製品 11,080 12,960

仕掛品 670 981

原材料及び貯蔵品 3,897 4,267

繰延税金資産 1,193 1,544

その他 1,705 1,590

貸倒引当金 △32 △19

流動資産合計 52,600 48,268

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 16,960 18,673

減価償却累計額及び減損損失累計額 △9,316 △9,940

建物及び構築物（純額） 7,644 8,732

機械装置及び運搬具 6,442 8,833

減価償却累計額 △5,614 △7,213

機械装置及び運搬具（純額） 827 1,620

土地 5,088 5,630

リース資産 7 21

減価償却累計額 △3 △14

リース資産（純額） 3 7

建設仮勘定 240 225

その他 4,839 5,535

減価償却累計額 △4,300 △4,997

その他（純額） 539 538

有形固定資産合計 14,343 16,754

無形固定資産   

のれん 55 15,682

リース資産 11 7

その他 406 492

無形固定資産合計 473 16,182

投資その他の資産   

投資有価証券 3,300 2,423

繰延税金資産 848 662

その他 766 830

貸倒引当金 △42 △56

投資その他の資産合計 4,872 3,859

固定資産合計 19,689 36,796

資産合計 72,290 85,064
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成23年12月31日) 

当連結会計年度 
(平成24年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 15,039 19,161

短期借入金 440 1,871

1年内返済予定の長期借入金 133 1,400

1年内償還予定の社債 40 －

未払法人税等 1,352 1,127

未払消費税等 89 197

未払金 4,164 5,013

賞与引当金 391 327

役員賞与引当金 23 30

返品調整引当金 278 626

その他 1,779 2,035

流動負債合計 23,733 31,791

固定負債   

長期借入金 130 4,167

繰延税金負債 － 11

退職給付引当金 1,641 1,869

役員退職慰労引当金 271 312

資産除去債務 162 200

その他 593 668

固定負債合計 2,799 7,230

負債合計 26,533 39,021

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,377 3,377

資本剰余金 3,168 3,168

利益剰余金 34,922 34,724

自己株式 △9 △10

株主資本合計 41,458 41,261

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 188 235

為替換算調整勘定 △456 △128

その他の包括利益累計額合計 △268 106

少数株主持分 4,566 4,675

純資産合計 45,757 46,043

負債純資産合計 72,290 85,064
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 
 連結損益計算書 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年12月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年12月31日) 

売上高 110,974 125,499

売上原価 68,710 78,768

売上総利益 42,264 46,731

販売費及び一般管理費   

運送費及び保管費 3,012 3,724

広告宣伝費 7,747 8,584

販売促進費 4,971 6,356

貸倒引当金繰入額 5 1

給料及び手当 8,885 9,880

賞与引当金繰入額 329 263

役員賞与引当金繰入額 23 30

役員退職慰労引当金繰入額 36 40

旅費及び交通費 1,236 1,442

減価償却費 546 523

地代家賃 603 736

研究開発費 1,541 1,847

その他 7,210 9,172

販売費及び一般管理費合計 36,152 42,605

営業利益 6,112 4,125

営業外収益   

受取利息 52 37

受取配当金 37 39

為替差益 － 3

受取ロイヤリティー 19 69

受取手数料 46 181

受取家賃 144 128

その他 404 193

営業外収益合計 704 653

営業外費用   

支払利息 10 66

投資事業組合運用損 8 1

為替差損 14 －

たな卸資産廃棄損 129 0

その他 10 21

営業外費用合計 174 89

経常利益 6,642 4,689
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年12月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年12月31日) 

特別利益   

固定資産売却益 2 4

投資有価証券売却益 412 239

負ののれん発生益 － 48

関係会社株式売却益 0 －

受取保険金 － 157

特別利益合計 414 450

特別損失   

固定資産売却損 0 4

固定資産除却損 122 56

減損損失 126 －

投資有価証券売却損 2 4

投資有価証券評価損 170 103

有価証券評価損 － 401

ゴルフ会員権評価損 0 3

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 106 －

特別損失合計 530 574

税金等調整前当期純利益 6,526 4,565

法人税、住民税及び事業税 2,981 2,623

法人税等調整額 △146 △30

法人税等合計 2,835 2,592

少数株主損益調整前当期純利益 3,691 1,973

少数株主利益 365 251

当期純利益 3,325 1,721
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 連結包括利益計算書 
(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成23年１月１日
 至 平成23年12月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年１月１日
 至 平成24年12月31日) 

少数株主損益調整前当期純利益 3,691 1,973

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △112 68

為替換算調整勘定 △71 328

その他の包括利益合計 △184 396

包括利益 3,506 2,369

（内訳）   

親会社株主に係る包括利益 3,148 2,095

少数株主に係る包括利益 358 273
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（３）連結株主資本等変動計算書 
(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成23年１月１日
 至 平成23年12月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年１月１日
 至 平成24年12月31日) 

株主資本   

資本金   

当期首残高 3,377 3,377

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 3,377 3,377

資本剰余金   

当期首残高 3,168 3,168

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 3,168 3,168

利益剰余金   

当期首残高 33,414 34,922

当期変動額   

剰余金の配当 △1,817 △1,918

当期純利益 3,325 1,721

当期変動額合計 1,507 △197

当期末残高 34,922 34,724

自己株式   

当期首残高 △9 △9

当期変動額   

自己株式の取得 △0 △0

当期変動額合計 △0 △0

当期末残高 △9 △10

株主資本合計   

当期首残高 39,951 41,458

当期変動額   

剰余金の配当 △1,817 △1,918

当期純利益 3,325 1,721

自己株式の取得 △0 △0

当期変動額合計 1,507 △197

当期末残高 41,458 41,261
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年12月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年12月31日) 

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金   

当期首残高 294 188

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △105 46

当期変動額合計 △105 46

当期末残高 188 235

為替換算調整勘定   

当期首残高 △385 △456

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △71 328

当期変動額合計 △71 328

当期末残高 △456 △128

少数株主持分   

当期首残高 4,400 4,566

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 165 109

当期変動額合計 165 109

当期末残高 4,566 4,675

純資産合計   

当期首残高 44,260 45,757

当期変動額   

剰余金の配当 △1,817 △1,918

当期純利益 3,325 1,721

自己株式の取得 △0 △0

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △11 484

当期変動額合計 1,496 286

当期末残高 45,757 46,043
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書 
(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成23年１月１日
 至 平成23年12月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年１月１日
 至 平成24年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益 6,526 4,565

減価償却費 1,565 1,867

退職給付引当金の増減額（△は減少） 13 △179

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △107 40

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 △0

受取利息及び受取配当金 △90 △76

支払利息 10 66

為替差損益（△は益） 1 △10

投資有価証券売却損益（△は益） △409 △234

投資有価証券評価損益（△は益） 170 103

関係会社株式売却損益（△は益） △0 －

ゴルフ会員権評価損 0 3

売上債権の増減額（△は増加） 3,233 △1,453

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,803 △1,130

その他の資産の増減額（△は増加） △86 13

仕入債務の増減額（△は減少） 3,028 800

その他の負債の増減額（△は減少） △412 236

その他 521 1,759

小計 12,162 6,370

利息及び配当金の受取額 101 83

利息の支払額 △10 △66

法人税等の支払額 △2,784 △3,071

営業活動によるキャッシュ・フロー 9,468 3,317

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の取得による支出 △3 △182

有価証券の売却による収入 300 878

有形固定資産の取得による支出 △1,191 △1,454

有形固定資産の売却による収入 6 50

投資有価証券の取得による支出 △341 △63

投資有価証券の売却による収入 1,421 542

関係会社株式の売却による収入 0 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出

－ △15,630

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
収入

－ 120

定期預金の預入による支出 △33 －

定期預金の払戻による収入 48 13

その他の支出 △780 △220

その他の収入 247 268

投資活動によるキャッシュ・フロー △325 △15,677
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年12月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 120 1,255

長期借入れによる収入 224 6,740

長期借入金の返済による支出 △252 △3,823

社債の償還による支出 △40 △40

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △1,817 △1,918

少数株主への配当金の支払額 △192 △164

その他 △6 △9

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,965 2,039

現金及び現金同等物に係る換算差額 △38 62

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 7,139 △10,257

現金及び現金同等物の期首残高 14,326 21,466

現金及び現金同等物の期末残高 21,466 11,208
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該当事項はありません。 

  

  

１. 連結の範囲に関する事項 

(1) 連結子会社の数    ８社 

連結子会社の名称 

㈱バスクリン 

アース・バイオケミカル㈱ 

㈱ターキー 

ニッケペットケア㈱ 

ARS CHEMICAL(THAILAND)CO.,LTD. 

天津阿斯化学有限公司 

安速日用化学(蘇州)有限公司 

アース環境サービス㈱ 

(注) ㈱バスクリンは平成24年２月29日の株式取得に伴い、ニッケペットケア㈱は平成24年11

月30日の株式取得に伴い、当連結会計年度より連結子会社となりました。 

(2) 非連結子会社の名称 

北京阿斯環境工程有限公司 

(連結の範囲から除いた理由) 

非連結子会社の総資産、売上高、当期純損益(持分に見合う額)及び利益剰余金(持分に見合う額)等

は、いずれも連結財務諸表に重要な影響を及ぼしていないためであります。 

２. 持分法の適用に関する事項 

持分法を適用しない非連結子会社及び関連会社の名称 

非連結子会社については下記の通りであります。 

北京阿斯環境工程有限公司 

(持分法を適用しない理由) 

持分法非適用会社の当期純損益(持分に見合う額)及び利益剰余金(持分に見合う額)等は、いずれも

連結財務諸表に重要な影響を及ぼしていないためであります。 

３. 連結子会社の事業年度等に関する事項 

㈱ターキー及びニッケペットケア㈱を除く連結子会社の決算日と連結決算日は一致しております。 

㈱ターキー及びニッケペットケア㈱の決算日は９月30日であり、連結財務諸表の作成にあたっては同日

現在の財務諸表を使用し、連結決算日との間に生じた重要な取引については、連結上必要な調整を行って

おります。 

４. 会計処理基準に関する事項 

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法 

① 有価証券 

ａ. 満期保有目的の債券 

償却原価法(定額法)によっております。 

（５）継続企業の前提に関する注記

（６）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項
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ｂ. その他有価証券 

時価のあるもの 

連結会計年度末日の市場価格等に基づく時価法によっております。(評価差額は全部純資産

直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定しております。) 

時価のないもの 

移動平均法による原価法によっております。 

② たな卸資産 

主として、商品・製品・原材料・貯蔵品は移動平均法による原価法、仕掛品は総平均法による原価

法によっております。(貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方法) 

(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法 

① 有形固定資産(リース資産を除く) 

提出会社及び国内連結子会社 

主として、定率法によっております。ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物(建物附属設

備は除く)については、定額法によっております。 

在外連結子会社 

主として、定額法によっております。 

② 無形固定資産(リース資産を除く) 

提出会社及び国内連結子会社 

主として、定額法によっております。 

ただし、ソフトウェア(自社利用分)については、社内における利用可能期間(５年)に基づく定額

法によっております。 

在外連結子会社 

主として、定額法によっております。 

③ リース資産 

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとする定額法によっております。 

(3) 重要な引当金の計上基準 

① 貸倒引当金 

主として、売上債権等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念

債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。 

② 賞与引当金 

従業員に支給する賞与に充てるため、支給見込額基準により計上しております。 

③ 役員賞与引当金 

国内連結子会社は、役員に支給する賞与に充てるため、支給見込額に基づき当連結会計年度の負担

額を計上しております。 

④ 返品調整引当金 

提出会社及び国内連結子会社は、返品による損失に備えるため、過去の返品実績率及び売上利益率

に基づき将来の返品に伴う損失見込み額を計上しております。 
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⑤ 退職給付引当金 

従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に

基づき、当連結会計年度末において発生していると認められる額を計上しております。 

過去勤務債務については、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数(10年)による

按分額を費用処理しております。 

数理計算上の差異については、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の

一定の年数(主として10年)による按分額を発生の翌連結会計年度より費用処理しております。 

⑥ 役員退職慰労引当金 

国内連結子会社は、役員の退職慰労金の支給に備えるため、内規に基づく連結会計年度末要支給額

を役員退職慰労引当金として計上しております。 

(4) 重要なヘッジ会計の方法 

① ヘッジ会計の方法 

特例処理の要件を満たす金利スワップ取引について、当該特例処理を採用しております。 

② ヘッジ手段とヘッジ対象 

ヘッジ手段・・・金利スワップ 

ヘッジ対象・・・借入金利息 

③ ヘッジ方針 

提出会社及び国内連結子会社は、各々所定の社内承認手続きを行った上、借入金利息の金利変動リ

スクを回避する目的で金利スワップ取引を利用しております。 

④ ヘッジ有効性評価の方法 

金利スワップについては、特例処理によっているため、有効性の評価を省略しております。 

(5) のれんの償却方法及び償却期間 

のれんは個別案件ごとに判断し20年以内の合理的な年数で均等償却しております。 

ただし、金額に重要性がない場合は、発生した期の損益として処理することとしております。 

(6) 連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲 

手許現金、要求払預金及び取得日から６ヶ月以内に満期日の到来する流動性の高い、容易に換金可能

であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない短期的な投資を含めております。 

(7) その他連結財務諸表作成のための重要な事項  

消費税等の会計処理 

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。 
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前連結会計年度において、「営業外収益」の「その他」に含めておりました「受取手数料」は、営業

外収益の総額の100分の10を超えたため、当連結会計年度においては独立掲記しております。この表示

方法の変更を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。 

この結果、前連結会計年度の連結損益計算書において、「営業外収益」の「その他」に表示しており

ました450百万円は、「受取手数料」46百万円、「その他」404百万円として組み替えております。 

  

  

当連結会計年度の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号  平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日）を適用し

ております。 

（７）表示方法の変更

（連結損益計算書関係）

（８）追加情報
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(セグメント情報等) 

１. 報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能で

あり、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっ

ているものであります。 

当社グループは、家庭用品事業、総合環境衛生事業を営んでおり、これを当社グループの報告セグメ

ントとしております。 

「家庭用品事業」は、家庭用殺虫剤、日用品(洗口液、義歯関連用品、歯磨き用品、入浴剤、芳香洗

浄剤等)、ペット用品、防疫・農林畜産薬剤及び海外向け殺虫剤原材料の製造販売及び仕入販売を行っ

ております。 

  「総合環境衛生事業」は、工場、病院等の衛生管理サービスを行っております。 

  

  

２. 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な

事項」における記載と同一であります。 

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。 

セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。 

  

  

３. 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

前連結会計年度(自  平成23年１月１日  至  平成23年12月31日) 

 
(注) １. 調整額は、以下の通りであります。 

        (1) セグメント利益の調整額△92百万円は、セグメント間取引消去であります。 
        (2) セグメント資産の調整額△4,202百万円は、セグメント間取引消去であります。 

     ２. セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

３. 減価償却費と有形固定資産及び無形固定資産の増加額には、長期前払費用の償却額及び増加額が含まれて 

おります。 

（９）連結財務諸表に関する注記事項

a．セグメント情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額 
(注)１

連結財務諸表
計上額 
(注)２家庭用品事業

総合環境
衛生事業

計

売上高

  外部顧客への売上高 93,710 17,264 110,974 ― 110,974

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

4,049 131 4,181 △4,181 ―

計 97,759 17,396 115,155 △4,181 110,974

セグメント利益 4,771 1,433 6,205 △92 6,112

セグメント資産 65,508 10,985 76,493 △4,202 72,290

その他の項目

  減価償却費 1,429 135 1,565 ― 1,565

  有形固定資産及び 
  無形固定資産の増加額

1,231 51 1,283 ― 1,283
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当連結会計年度(自  平成24年１月１日  至  平成24年12月31日) 

 
(注) １. 調整額は、以下の通りであります。 

        (1) セグメント利益の調整額215百万円は、セグメント間取引消去であります。 
        (2) セグメント資産の調整額△6,259百万円は、セグメント間取引消去であります。 

     ２. セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

３. 減価償却費と有形固定資産及び無形固定資産の増加額には、長期前払費用の償却額及び増加額が含まれて 

おります。 

  

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額 
(注)１

連結財務諸表
計上額 
(注)２家庭用品事業

総合環境
衛生事業

計

売上高

  外部顧客への売上高 107,779 17,720 125,499 ― 125,499

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

3,319 142 3,461 △3,461 ―

計 111,098 17,862 128,961 △3,461 125,499

セグメント利益 2,455 1,454 3,910 215 4,125

セグメント資産 79,657 11,667 91,324 △6,259 85,064

その他の項目

  減価償却費 1,739 128 1,867 ― 1,867

  のれんの償却額 1,312 ― 1,312 ― 1,312

  有形固定資産及び 
  無形固定資産の増加額

1,512 72 1,584 ― 1,584
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前連結会計年度(自  平成23年１月１日  至  平成23年12月31日) 

１. 製品及びサービスごとの情報 

   
  

２. 地域ごとの情報 

(1) 売上高 

日本の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

  

(2) 有形固定資産 

   
  

３. 主要な顧客ごとの情報 

 
  

当連結会計年度(自  平成24年１月１日  至  平成24年12月31日) 

１. 製品及びサービスごとの情報 

 
（注）前連結会計年度において「ペット用品」、「その他製商品」と区分しておりましたが、当連結会計年度よりこ

れらを「ペット用品・その他」に変更しております。これに伴い、前連結会計年度におきましても「ペット用
品」と「その他製商品」の金額を合算して、「ペット用品・その他」として表示しております。 

  
  

２. 地域ごとの情報 

(1) 売上高 

日本の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

  

(2) 有形固定資産 

   

b．関連情報

(単位：百万円)

殺虫剤 日用品 ペット用品・その他 総合環境衛生 合計

外部顧客への売上高 44,110 44,771 4,828 17,264 110,974

(単位：百万円)

日本 中国 タイ 合計

12,758 1,276 307 14,343

(単位：百万円)

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

株式会社Paltac 28,425 家庭用品事業

株式会社あらた 14,315 家庭用品事業

(単位：百万円)

殺虫剤 日用品 ペット用品・その他 総合環境衛生 合計

外部顧客への売上高 44,166 58,278 5,334 17,720 125,499

(単位：百万円)

日本 中国 タイ その他 合計

14,916 1,314 523 0 16,754
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３. 主要な顧客ごとの情報 

   
  

前連結会計年度(自  平成23年１月１日  至  平成23年12月31日) 

 
  

当連結会計年度(自  平成24年１月１日  至  平成24年12月31日) 

該当事項はありません。 
  
  

前連結会計年度(自  平成23年１月１日  至  平成23年12月31日) 

 
  

当連結会計年度(自  平成24年１月１日  至  平成24年12月31日) 

   
  

前連結会計年度(自  平成23年１月１日  至  平成23年12月31日) 

該当事項はありません。 
  
  

当連結会計年度(自  平成24年１月１日  至  平成24年12月31日) 

家庭用品事業において平成24年11月30日を効力発生日としてニッケペットケア㈱の全株式を 

取得し完全子会社としました。これに伴い、当連結会計年度において48百万円の負ののれん発 

生益を計上しております。 

(単位：百万円)

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

株式会社Paltac 30,716 家庭用品事業

株式会社あらた 17,669 家庭用品事業

アルフレッサ ヘルスケア株式会社 15,308 家庭用品事業

c．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額 合計

家庭用品事業
総合環境 
衛生事業

計

減損損失 80 46 126 ― 126

d．報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額 合計

家庭用品事業
総合環境 
衛生事業

計

当期償却額 41 ― 41 ― 41

当期末残高 55 ― 55 ― 55

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額 合計

家庭用品事業
総合環境 
衛生事業

計

当期償却額 1,312 ― 1,312 ― 1,312

当期末残高 15,682 ― 15,682 ― 15,682

e．報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報
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(注) １. 潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

２. １株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 
  

  

該当事項はありません。 

  

（1） 役員の異動 

平成25年３月26日付の役員の異動につきましては、本日公表の「役員の異動に関するお知らせ」をご

参照ください。 

  

(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自  平成23年１月１日
至  平成23年12月31日)

当連結会計年度
(自  平成24年１月１日
至  平成24年12月31日)

１株当たり純資産額 2,039.51円 2,048.28円

１株当たり当期純利益金額 164.67円 85.22円

項目
前連結会計年度

(自  平成23年１月１日
至  平成23年12月31日)

当連結会計年度
(自  平成24年１月１日
至  平成24年12月31日)

連結損益計算書上の当期純利益 (百万円) 3,325 1,721

普通株主に帰属しない金額 (百万円) ― ―

普通株式に係る当期純利益 (百万円) 3,325 1,721

普通株式の期中平均株式数 (千株) 20,196 20,196

(重要な後発事象)

５．その他
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